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研究成果の概要：本研究では、ブラウンシュヴァイク地方マルチノ・カタリニウム高校（ギムナ

ジウム）の遊戯運動（遊戯を広めるためのムーブメント）にひとつの焦点をあて、1870 年代か

ら世紀転換期までのドイツにおけるサッカークラブの形成過程について検討した。その結果、サ

ッカークラブの形成過程には、①19 世紀初頭に形成された体操クラブにサッカーが位置づけら

れる過程、②学校のサッカークラブが地域の祝祭に取り込まれながら地域クラブとして確立され

る過程の二つがあったものの、現在の「総合型地域スポーツクラブ」にみられる公共性の全面展

開は、世紀転換期以後をまたなければならなかったことを明らかにした。 
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１．研究開始当初の背景 

本研究課題の申請時には「抽象レベル」と

「具体レベル」の二つの問題意識があった。

抽象レベルでは、スポーツの世界化の過程に

ついて再検討する必要性の認識である。スポ

ーツの世界化をめぐっては、近代国家の帝国

主義にその要因を認める「文化帝国主義」と、

スポーツの普遍的な価値に要因を認める「普

遍主義」の見解が対立的に展開されてきた。

しかしながら、スポーツが各国に定着する過

程には伝統文化の「抵抗」や「融合」といっ

た複雑な過程が存在していた。この過程を近

代ドイツにおけるサッカーの定着・普及の過

程に着目しながら明らかにしたいと考えたの

である。具体レベルでは、今日の「グローバ

リゼーション」と「ローカリゼーション」を



めぐる国際社会の問題と、日本における「地

域スポーツクラブ」の育成に関する問題があ

った。19 世紀のドイツにおいてはグローバル

な文化であるサッカーと、ローカルな文化で

あるドイツ体操が激しく抗争を繰り返し、そ

の結果、総合型の地域スポーツクラブが形成

されるに至っている。したがって、近代ドイ

ツにおけるサッカーの定着過程を分析する研

究は、現代の実際的な問題にも何らかの示唆

を与えうるものと考えたのである。 

 
２．研究の目的 

本研究課題の申請時における研究目的は、

ドイツ・ブラウンシュヴァイク地方における

サッカークラブの形成過程を分析することに

よって、総合型地域スポーツクラブの発展の

要因を探ることであった。19 世紀中頃のドイ

ツにイギリスのサッカーが定着するのは、ブ

ラウンシュヴァイク地方においてである。当

時のドイツには体操クラブが存在し、国家主

義を中心に形成された体操家たちにとって、

サッカーは敵国の文化であり、容易に受けい

れることのできない外来文化であった。しか

し 19 世紀の後半には、サッカーを中心とした

総合型の地域スポーツクラブがドイツ最大の

スポーツクラブとして定着・普及する。本研

究では如何なる要因がサッカーをドイツに定

着させ、スポーツクラブを普及させたのかに

ついて明らかにする。 

 

３．研究の方法 

 本研究を遂行するにあたって、1870 年代の

ブラウンシュヴァイクに残されている文献を

収集・翻訳し、「ドイツ体操―スポーツ」抗争

を中心に分析した。有益な資料を収集するた

めに、補足的に、現地のスポーツクラブ関係

者に聞き取り調査を実施した。 

 2006 年は、（1）現在までに公表されている

ドイツ体操に関する文献を広範に収集・分類

し、検討を加えた。（2）ドイツのスポーツク

ラブ関係者にインタビューし、（3）19 世紀ブ

ラウンシュヴァイク地方のドイツ体操・スポ

ーツクラブに関する文献を収集し、それらの

文献をドイツ体操クラブの形成過程を中心に

分析した。 

 2007 年は、19 世紀ブラウンシュヴァイク地

方のサッカークラブの形成過程に関する文献

を収集・翻訳し、「ドイツ体操―スポーツ」抗

争及びスポーツの定着・普及の過程を分析し

た。特に、ドイツ・サッカーの父と呼ばれる

コンラート・コッホの文献と、マルチノ・カ

タリニウム高校の遊戯運動を中心に検討した。 

 2008 年は、ドイツのスポーツクラブとサッ

カークラブに関する文献を収集・分類し、特

に世紀転換期を中心に、スポーツの大衆化と

公共性の限界について検討した。 

 

４．研究成果 

 本研究の成果は大きく三つに分けられる。

(1)近代ドイツにおける体操クラブの成立過

程の解明。(2)近代ドイツにおけるサッカーの

伝播とサッカークラブの成立過程の解明。(3)

近代ドイツにおけるスポーツの定着・普及の

過程の解明である。なかでも、(2)で明らかに

なったコッホのスポーツ教育論とマルチノ・

カタリニウム高校の遊戯運動（サッカークラ

ブの形成）に関する研究は学界において大き

なインパクトをもつものであったと言える。

以下では、上記三つの区分にもとづきながら、

その理由と研究の内容について示す。 

(1) 近代ドイツにおける体操クラブの成立過

程の解明。これまで日本では、近代ドイツに

おける体操クラブの成立過程を、フリードリ

ヒ・ヤーンの体操＝進歩主義的／アドルフ・

シュピースの体操＝保守主義的という図式に

もとづいて、シュピースの体操が支配的にな

ることによって、ドイツの体操クラブが保守



的な傾向を帯びたことが指摘されてきた。し

かしながら、本研究においては、「身体」に及

ぼす影響を考えるとき、ヤーンの体操にも、

自ら進んで規律を守る「規律・訓練化」の機

能があり、その機能のなかで「国家主義」や

「位階制」を浸透させていた経緯が明らかと

なった。また、19 世紀の近代的・民主的なム

ーブメントを標榜したドイツ体操には、「平

等」（公共性）の貫徹という意味において、大

きな限界があったことも指摘した。 

(2) 近代ドイツにおけるサッカーの伝播とサ

ッカークラブの成立過程の解明。近代ドイツ

におけるサッカークラブの形成過程は、①19

世紀初頭に形成された体操クラブにサッカー

が位置づけられる過程、②学校のサッカーク

ラブが地域の祝祭に取り込まれながら地域ク

ラブとして形成される過程の二つがあったが、

本研究では後者の場合、特にマルチノ・カタ

リニウム高校の遊戯運動に着目した。 

1860 年代に入ると、ドイツ体操の一面性が批

判されるようになり、ドイツ体操を改革しようとする

動きが現れる。なかでも、スポーツの受容という

意味で注目すべきは、ドイツ体操の「遊戯」を復

興させることで、ドイツ体操を大衆運動にまで高

める大きな契機となった、いわゆる「遊戯運動」で

ある。マルチノ・カタリニウム高校では、コッホとオ

ウグスト・ヘルマンを中心に、スポーツ（当初「イギ

リスの遊戯」、1890 年前後に「スポーツ」という表

現が用いられる：以下「スポーツ」）を学校教育に

導入しようとする遊戯運動が展開される。コッホ

は、スポーツ教育によってパブリック・スクールを

改革したアーノルドの「スポーツ教育」論に感銘

を受け、ドイツの荒廃したギムナジウムを改革す

るためにスポーツの導入を試みた。外国文化とし

てスポーツが排撃されるなかで、スポーツを導入

しようとする彼らの試みは、ヤーンのドイツ体操に

みられた「自由な体操の集まり」の遊戯的な活動

を復興させようとする取り組みとなって具体化さ

れる。その取り組みは「ヤーン・ルネッサンス」と呼

ばれた。コッホは、体操家、学校当局、教育庁な

どにスポーツ教育を公認するよう働きかけるなか

で、ドイツ体操の遊戯とスポーツを融合させ（学

校遊戯）、その意義を「共同性」の育成に求めた。

コッホは、生徒たちが熱心に取り組み、「ルール」

や「規範」という制限にもとづいて「協力的なプレ

ー」が展開されるスポーツによって、生徒たちが

自主的に「共同性」を身につけるという理論を展

開したのである。彼らの取り組みによって、学校

遊戯は「自由な体操の集まり」を超えた義務とし

て公認され、放課後におこなわれるサッカークラ

ブが形成されることになる。こうして、彼らは、ル

ールや規範を自主的に遵守しながら勝利、記録、

トレーニングを追求する「従順な身体」の形成、

すなわちスポーツによる「自己規律化」という機能

を、ドイツの学校体育に萌芽させたのである。 

だが、荒廃したギムナジウムの生徒たちを前に、

「学校とは何か」「体育とは何か」を問うていたコッ

ホの初期の「学校遊戯」論は、彼が描く「理想的」

な「共同性」に生徒たちをしたがわせようとするも

のではなかった。少なくとも、初期の頃には、学

校を「家庭」と「国家」の中間に位置づけ、必修の

「授業」ではなく、「自由な体操の集まり」におい

て、教師と生徒、生徒と生徒の自主的な交流の

なかでの「共同性」を求めていたのであり、コッホ

はそこに形成される「共同性」の姿さえ、描き出し

てはいなかった。つまり、コッホは、「国家」によっ

て方向づけられる「共同性」ではなく、極めて「市

民」的な、いわば「下から」の「共同性」の構築を

目指していたのである。当時の体操家たちが排

外主義的な国家主義に傾倒していた事実を考え

るならば、コッホがスポーツの意義を認め、市民

的な意味での「共同性」の構築を目指した初期

の理論には、国家主義へと傾倒していた中心的

な体育組織とは異なる可能性がはらまれていた

と言える。さらに、マルチノ・カタリニウムに形成さ

れたサッカークラブは、地域のセダン祭に学校対



抗の競技会として取り入れられ、大きな人気を獲

得し、地域の人々に開かれたサッカークラブの生

成へと発展していく。しかしながら、コッホはセダ

ン祭と遊戯振興中央委員会（国家的組織）での

活動を通して、スポーツを広く大衆化させようとす

る取り組みのなかで、当時のドイツを支配してい

た国家主義に傾倒するようになり、世紀転換期に

は、スポーツによって育まれる理想的な「共同

性」を軍国主義的な「国家」に見出すことになる。

体操家たちは、コッホらの遊戯運動をイギリス文

化の輸入として批判したが、皮肉なことに、コッホ

らの遊戯運動は、より多くの大衆を取り込むこと

で、むしろ当時の体操家たちよりも、軍国主義的

な国家主義の普及に大きく貢献することになった

のである。 

以上の本研究の成果には、これまでのドイ

ツ・スポーツ史研究を大きく更新する内容が

含まれている。従来までのドイツ・スポーツ

史研究では、一方では、ヤーン―シュピース

―エドムント・ノイエンドルフというドイツ

体操の系譜、他方では、ナチ・オリンピック

として知られる 1936 年のベルリン・オリンピ

ック大会の描写に二分され、「ドイツ体操―ス

ポーツ」抗争に関する「各論的研究は少なく」、

「如何にしてイギリスのスポーツモデルがド

イツにおいて個別的に受容されたのかという

複雑な過程は、歴史的にまだ十分に分析され

ていない」（ミヒャエル・クリューガー）とい

う現状にあったからである。例えば、遊戯運

動に関する研究をみても、その多くは、フェ

ルディナンド・シュミットとエミール・フォ

ン・シェンケンドルフを中心に結成された遊

戯振興中央委員会への言及に集中してきた。

遊戯振興中央委員会は、皇帝の諮問にもとづ

いて、上院議員のシェンケンドルフを中心に

設立されたという経緯からもうかがわれるよ

うに、設立の当初から、国家主義的な性格を

もつ組織だったのである。確かに、遊戯振興

中央委員会の動向を把握することによって、

各地で展開された遊戯運動を如何にして国家

が掌握していったのか、その過程を知ること

ができる。けれども、1891 年に遊戯振興中央

委員会が設立される以前から、ドイツ各地で

は草の根的な遊戯運動が展開されていたので

あり、国家とは違うところから出発した遊戯

運動の動向を捉えようとするならば、そうし

た草の根的な遊戯運動の展開を押さえておく

必要がある。そうした意味において、コッホ

とヘルマンを中心に、サッカーがはじめて学

校体育に導入された 1870 年代のマルチノ・カ

タリニウム高校の遊戯運動、なかでもサッカ

ーの導入を積極的に主張したコッホの「学校

遊戯」論に焦点をあてた本研究の意義は極め

て大きい。 

(3) 近代ドイツにおけるスポーツの定着・普

及の過程の解明。草の根的な遊戯運動に端を

発しながら、ドイツ体操家たちの反対に抗し

て、スポーツが定着・普及するのは、その主

な担い手となる市民階級がドイツ経済の主役

となり始める世紀転換期のことである。世紀

転換期のドイツ市民を広範なスポーツ参加へ

と促したのは、草の根的な遊戯運動にみられ

たような個人的な興味や情熱であった以上に、

スポーツに開かれた「金銭とプレステージの

獲得の可能性」であった。例えば、フットボ

ールは、勤め人の社会的プレステージと結び

ついた 1890 年代に、テニスは土地売買が過熱

化した 1900 年代に、それぞれ著しい市民階級

の参入を招いている。こうしたスポーツと経

済の結びつきは、広義の「スポーツ専門職者」

を生み出している。1907 年の自転車競技の賞

金総額は 110 万マルクに達し、1911 年の展覧

会には 24 もの国内製造業者がスポーツ用品を

出展し、スポーツ施設専門の建築家が登場して

いる。しかし、スポーツ専門職の形成に何より

も大きな影響を与えたのはメディア市場の拡



大であった。19 世紀後半にはスポーツ専門雑

誌の創刊が相次ぎ、大衆読者の獲得をめぐる日

刊紙の競争を契機に、スポーツのメディア価値

が広く知られるようになり、「スポーツ・ジャ

ーナリスト」と呼ばれる職業分野が確立された

のである。世紀転換期のドイツにおいては、

賞品にも大きなプレステージが付与されてい

た。だが、近代的な経済原理に方向づけられ

たスポーツは、封建的なシンボルによっても

捕捉されていた。この背反的な関係は、スポ

ーツという新しい文化を受容することに必然

的に伴ったドイツの困難さに起因するもので

あった。つまり、サッカー選手が自らを兵士

とみなし、勝利を収めたチームが「勲章」に

よって表彰され、テニスプレーヤーがラケッ

トを「サーベル」に、テニス場を「決闘場」

にたとえたように、ドイツに以前から存在し

た封建的価値がシンボリックに付与されるこ

とで、スポーツは体操の国においても受容可

能なものとなったのである。伝統的なシンボ

ルがスポーツの受容にとって如何に重要な役

割を果たしたかは、人気種目と不人気種目の

対称的な参照によって理解される。例えば、

戦争遊戯とみなされたサッカーが人気種目と

なったのに対して、女性的スポーツとみなさ

れたホッケーは不人気種目にとどまった。そ

の大会がサーカスと捉えられ、薄手のユニホ

ームが「下着」とみなされた陸上競技に大衆

化のきっかけを与えたのは、50km 超の「完全

装備行軍」であった。自転車競技と自動車レ

ースは、伝統的な馬のステイタス・シンボル

と結びついたために、素早く受容されている。

1905 年、自転車スポーツには、すでに 40,000

人超の愛好者が存在した。ところが、こうし

た封建的なシンボルは、スポーツの大衆化に

よって、社会的なインフレーションを引き起

こされる。例えば、ユニフォームである。ヴ

ィルヘルムⅡ世は、特定のスポーツクラブに、

彼の寵愛を示すユニフォームを授けていた。

皇帝自動車クラブ、皇帝ヨットクラブ、皇帝

モーターヨットクラブ、皇帝航空クラブなど

である。ステイタス・シンボルであったはず

の（スポーツにとどまらず、社会一般の）ユ

ニフォームが軽蔑的に「大衆のシンボル」と

みなされるようになることに、それらのクラ

ブの大衆化が大きく貢献したのである。皇帝

によるスポーツの顕彰は、地方的な王家のレ

ベルでも再生産された。1911 年の陸上競技の

年鑑によると、10 の「諸侯と地方的な王家の

賞」、11 の「国家の賞」、30 の「都市の賞」、

40 の「諸々の賞」が存在した。スポーツ専門

職者たちは、賞のリストの第一位に「皇帝の

賞」を記載せず、ドイツ陸上競技スポーツ局

が寄贈した「万国博覧会の賞」を記載するな

ど、自らを皇帝直属の貴族と同等の位置にお

いた。いわば、スポーツへの情熱を前に、賞

の寄贈者の序列は瑣末なものになっていたの

である。このようにして、競争原理を内包す

るスポーツは、近代ドイツのドイツ体操が 19

世紀のはじめに標榜しながらも、社会化させ

うることなく潰えてしまった理念を現実のも

のとしたのである。つまり、イギリスから伝

播してきたスポーツは、一方ではドイツ社会

の封建的なシンボルをまとい、他方では新し

い経済原理に適合しながら受容され、そうし

た逆説的な特徴をもつスポーツの「大衆化」

が、封建的な社会の空洞化を促進させたので

ある。しかしながら、この「平等」の現実化

をもって、スポーツクラブの「公共性」の確

立と判断することはできない。なぜなら、当

時のスポーツクラブは、国家、地方公共団体

などいずれの公的な資金からも補助金を獲得

しえていなかったからであり、宣伝の媒体と

なったのも、皇帝に寵愛されたスポーツクラ

ブか、「スポーツ専門職者」の団体のみだった

のである。 



 本研究による以上の解明によって、これま

で経済的な力と結びついたスポーツが社会的

な「平等」の促進に貢献してきた経緯が明ら

かとなった。しかしながら、一方で、今日の

ドイツの地域スポーツクラブにみられる公共

性の確立は、世紀転換期以降をまたなければ

ならず、それゆえ、第一次世界大戦から戦後

にかけてまでの過程で、ドイツの地域スポー

ツクラブがどのようにして公共性を獲得して

いくのか、その過程の分析が今後の課題とし

て残されたことになる。 

 

５．主な発表論文等 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 

〔雑誌論文〕（計 3件） 

①釜崎太、世紀転換期（19-20 世紀）のドイ

ツにおける「トゥルネン＝スポーツ」抗争

の対立軸としての身体―大衆社会の登場と

シンボル―、弘前大学教育学部紀要、査

読なし、101 号、2009、 pp.91-107 

②釜崎太、コンラート・コッホ:学校遊戯

の教育的価値―督学官グラーヴェンホ

ルスト氏の依頼による報告―、現代ス

ポーツ研究、査読なし、第 9 号、2009、 

pp.73-87 

③釜崎太、近代ドイツのトゥルネンにみる「身

体」と「権力」、弘前大学教育学部研究紀要、

査読なし、第 99 号、2007、pp.87-105 

 

〔学会発表〕（計 6件） 

①釜崎太、「トゥルネン＝スポーツ」抗争にみ

る近代ドイツの社会変容―社交的競争と大

衆社会―、日本体育・スポーツ哲学会第 30

回記念大会、 2008．9．14、オリンピック

青少年センター 

②釜崎太、世紀転換期（19～20 世紀）のドイ

ツにおける文化抗争の対立軸―近代オリン

ピック大会（1896～1916 年）への参加をめ

ぐって―、日本体育学会、2008．9．11、早

稲田大学 

③釜崎太、世紀転換期（19～20 世紀）のドイ

ツにおける文化抗争の対立軸―近代オリン

ピック大会（1896～1916 年）への参加をめ

ぐって―、愛知青年会館、2008．9．5、現

代スポーツ研究会 

④釜崎太、コンラート・コッホの遊戯運動に

みる「スポーツ教育」論―「トゥルネン＝

スポーツ抗争」の視点から―、 第 58 回日

本体育学会、2007. 9. 5、神戸大学 

⑤釜崎太、コンラート・コッホの「学校遊戯」

論にみる「個」と「共同体」、第 53 回現代

スポーツ研究会、2007. 9. 1、 新潟会館 

⑥釜崎太、マルチノ・カタリニウム・ギムナ

ジウムの遊戯運動―コンラート・コッホ「学

校遊戯の教育的価値」を読む―、日本体育

学会体育哲学専門分科会、2007．7．14、箱

根青雲荘 

 

６．研究組織 

(1)研究代表者 

釜崎 太（KAMASAKI FUTOSHI） 

弘前大学・教育学部・准教授 

研究者番号：00366808 

 

(2)研究分担者 

 

 

(3)連携研究者 

 

 

 

 


